
通し番号 分類ジャンル １ 案者（作者名義） ２ 作品概要（絵・図案の意匠） 添えられた狂歌・短⽂ 狂歌の現代語訳・洒落の解説 意匠の背景・⽂化的意味

第1番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭） 京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。

⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて のれんの奥の 春ぞ⾒
えつる

⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれんの奥にある華
やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の主⼈公・艶⼆郎の
ビジュアル的原型となった記念碑的図案。

第2番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷） 不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。

雲ふみわけて ゆきみれば 富⼠のねこそは 布地な
りけれ

たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を頂く富⼠の⼭
頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのものであったのだなぁ。

茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典的な優雅さと⼿ぬぐ
いの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。

第3番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝 艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。

しのびあう 恋の結び⽬ 解きかねて 格⼦のなかに
夜を明かしつる

お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解くこともできぬま
ま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かしてしまうのだ。

京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の「通（つう）」たち
が最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい⼤⼈の遊び⼼。

第4番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎） ⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。

三つの升に あふるるほどの 贔屓を得て 舞台のな
かに 栄えにぞ栄ゆる

三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂的な贔屓を
いただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥屋であるよ。

江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるもの。歌舞伎役者の
⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティストグッズの先駆け。

第5番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿 ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。

天の川 星の逢瀬を うらやみて 織⼥のつむぐ ⽷の
⼿拭

年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうらやましく思いな
がら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷の⼿拭である。

後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々しい感性が光る。
吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に雅やかな仕上が
り。

第6番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第6番）
明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第7番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第7番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第8番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第8番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第9番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第9番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第10番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第10番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第11番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第11
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第12番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第12番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第13番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第13
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第14番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第14
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第15番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第15番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第16番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第16番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第17番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第17番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第18番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第18番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第19番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第19
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第20番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第20番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第21番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第21
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第22番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第22
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第23番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第23番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第24番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第24番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第25番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第25番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第26番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第26番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第27番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第27
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第28番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第28番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第29番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第29
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第30番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第30
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第31番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第31番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第32番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第32番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第33番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第33番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第34番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第34番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第35番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第35
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第36番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第36番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第37番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第37
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第38番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第38
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第39番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第39番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第40番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第40番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第41番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第41番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第42番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第42番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第43番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第43
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第44番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第44番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第45番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第45
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第46番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第46
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第47番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第47番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第48番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第48番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第49番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第49番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第50番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第50番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第51番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第51
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第52番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第52番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第53番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第53
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第54番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第54
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第55番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第55番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第56番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第56番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第57番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第57番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第58番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第58番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第59番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第59
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第60番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第60番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第61番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第61
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第62番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第62
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第63番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第63番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第64番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第64番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第65番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第65番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第66番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第66番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第67番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第67
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第68番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第68番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第69番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第69
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第70番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第70
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第71番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第71番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第72番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 芝全交（連名・派⽣名義 第72番）
⾼砂染（たかさごぞめ）。能楽『⾼砂』の相⽣の松と熊⼿
を、ドット絵のような⼩紋柄でモダンに表現した図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】⾼砂の 松の緑も ⾊添えて
共に⽼いぬる 友の⼿拭

【現代語訳】⾼砂の松の瑞々しい緑もさらに美しい⾊を添え、共
に仲良く歳を重ねていく⽣涯の友へ贈るのにふさわしい⼿拭である
よ。

【江⼾⽂化考証】おめでたい能の演⽬をミニマルな柄に仕⽴て直
した、全交の戯作者らしい構成⼒と古典へのリスペクトが⾒事に
融合した作品。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第73番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 鴨鞭蔭（加藤千蔭）（連名・派⽣名
義 第73番）

京伝⿐（きょうでんばな）の図案。のれんから突き出た特
徴的な獅⼦⿐の男の顔を描く。（バリエーション変形意
匠）

【⼿拭合巻末伝承】⿐⾼き 扇の⾵に さそわれて
のれんの奥の 春ぞ⾒えつる

【現代語訳】⾼い⿐が扇ぎ起こす⾵に誘われるようにして、のれん
の奥にある華やかな春の景⾊が⾒えてくることよ。

【江⼾⽂化考証】翌年の⼤ヒット⻩表紙『江⼾⽣艶気樺焼』の
主⼈公・艶⼆郎のビジュアル的原型となった記念碑的図案。
（本連番における⾒⽴ての変遷）

第74番 古典⽂学・歴史の⾒⽴て 松平雪川（松平治郷）（連名・派⽣
名義 第74番）

不⼆遠景の図案。雪を頂く富⼠⼭のシルエットを伝統的
な幾何学模様に落とし込む。（バリエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】雲ふみわけて ゆきみれば 富
⼠のねこそは 布地なりけれ

【現代語訳】たなびく雲を踏み分けて遠くを眺めてみれば、⽩雪を
頂く富⼠の⼭頂こそが、この真っ⽩な⼿ぬぐいの布地そのもので
あったのだなぁ。

【江⼾⽂化考証】茶⼈「不昧」としても⾼名な⼤名による、古典
的な優雅さと⼿ぬぐいの⽩地を活かした極めて⾵流な構成。（本
連番における⾒⽴ての変遷）

第75番 吉原・遊廓のトレンド ⼭東京伝（連名・派⽣名義 第75
番）

艶気染（えんけぞめ）。吉原遊廓の格⼦窓と、絡み合う
恋⽂（⼿紙）の結び⽬をあしらった艶っぽい⽂様。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】しのびあう 恋の結び⽬ 解きか
ねて 格⼦のなかに 夜を明かしつる

【現代語訳】お互いに⼈⽬を忍んで交わした恋⽂の結び⽬を解く
こともできぬまま、吉原の格⼦窓の中で切なく愛おしい夜を明かし
てしまうのだ。

【江⼾⽂化考証】京伝の本領発揮と⾔える意匠。当時の江⼾の
「通（つう）」たちが最も好んだ、最⾼にファッショナブルで艶っぽい
⼤⼈の遊び⼼。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第76番 歌舞伎エンタメ（役者⽂様） 市川三升（五代⽬市川團⼗郎）
（連名・派⽣名義 第76番）

⾒増染（みますぞめ）。成⽥屋の象徴である「三升紋」
を⼤⼩交互に⼤胆に並べた⼒強い格⼦柄。（バリエー
ション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】三つの升に あふるるほどの 贔
屓を得て 舞台のなかに 栄えにぞ栄ゆる

【現代語訳】三つの升からあふれんばかりの江⼾中のファンの熱狂
的な贔屓をいただき、歌舞伎の舞台でどこまでも栄え続ける成⽥
屋であるよ。

【江⼾⽂化考証】江⼾の⼤スターである五代⽬團⼗郎によるも
の。歌舞伎役者の⽂様は当時のトレンドであり、現代のアーティス
トグッズの先駆け。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第77番 吉原・遊廓のトレンド 喜多川歌麿（連名・派⽣名義 第77
番）

ほし合（ほしあい）。七⼣の夜の天の川と、笹の葉に結ば
れた短冊を繊細な線で配置したロマンチックな図案。（バ
リエーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】天の川 星の逢瀬を うらやみ
て 織⼥のつむぐ ⽷の⼿拭

【現代語訳】年に⼀度しか会えない天の川の星たちの逢瀬をうら
やましく思いながら、織姫が⼼を込めて紡いだかのような美しい⽷
の⼿拭である。

【江⼾⽂化考証】後の⼀世を⾵靡する美⼈画巨匠・歌麿の瑞々
しい感性が光る。吉原の遊⼥たちからも絶賛されたとされる⾮常に
雅やかな仕上がり。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第78番 ナンセンス・⾔葉遊び 恋川好町（連名・派⽣名義 第78
番）

明後⽇染（あさってぞめ）。アサガオのツタと、⽂字のダ
ジャレを幾何学的に組み合わせたユーモラスな柄。（バリ
エーション変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】朝顔の 咲くを待つ間の あさっ
てまで 恋しき⼈の 袖をひくらん

【現代語訳】朝顔が美しく咲くのを待つ間の、まさに明後⽇に⾄る
まで、恋しいあの⼈の袖を引いてずっと⼀緒にいたいものだなぁ。

【江⼾⽂化考証】⻩表紙の祖・恋川春町の周辺名義による⾔葉
遊び。絵と⽂字が組み合わさることで初めて意味が通じる江⼾っ
⼦好みの知的ギャグ。（本連番における⾒⽴ての変遷）

第79番 吉原・遊廓のトレンド ⼩簾菅妓（吉原遊⼥）（連名・派⽣
名義 第79番）

銘 よしの⼭。吉野⼭の満開の桜と、花魁の道中⽤の⾼
下駄の⻭をモチーフにした華麗なデザイン。（バリエーション
変形意匠）

【⼿拭合巻末伝承】吉野⼭ 桜のなかに 踏み迷う
下駄の響きも 粋の極みよ

【現代語訳】満開の桜が咲き誇る吉野⼭のような華やかな廓の中
で、道中を進む花魁の⾼下駄の響きさえも、これ以上ない「粋」の
極みである。

【江⼾⽂化考証】⾼級遊廓の最先端ファッションをそのまま布地に
落とし込んだ、当時の⼥性たちの憧れの的となった最先端トレンド
デザイン。（本連番における⾒⽴ての変遷）
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